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障害者相談支援センターとして
災害に備えて
今すぐできること

平成２９年４月
川崎市地域自立支援協議会

災害ワーキング
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はじめに

川崎市地域自立支援協議会（以下、市協議会）では、『障害のある方が安心して暮ら

せる地域づくり』を目指して、さまざまな取り組みを行っています。

災害時における取り組みついては、東日本大震災以降、全国的に様々な形で取り組

みを行っていますが、市協議会としては、平成２４年度に『防災シンポジウム～地域にお

ける横断的な防災の取り組み～』、平成２６年度には『防災、災害時の取り組みに向け

て～当事者の方々の想いを聴く～』をテーマにシンポジウムを開催し、地域における防

災の取り組みについて理解を深め、地域との繋がりの大切さについて見つめ直す機会

を作ってきました。

平成２８年度においては、８月に『熊本地震における支援活動報告からの災害時の相

談支援を考える～その時、相談支援はどうする～』をテーマに連絡会を開催、そこで参

加された皆様からは、支援の準備が大切、基幹相談支援センターの在り方を考えさせら

れた、川崎市が何も進んでいない感じがした、相談支援事業所の数は恵まれているの

でもっとできることがあるのではないか、災害の意識、考える機会を持てた、課題の洗い

出しになった…等、様々なご意見やご感想を頂きました。そういったご意見を受けて、市
協議会として、災害への備えや発災時の支援について、具体的に考えていくこと、課題

を整理して行動を起こしていくことが必要であると判断して、市協議会の中に災害ワーキ

ングの立ち上げに至りました。

災害における取り組みは、市全体の課題であり、地域自立協議会の枠組みだけで考

えていくことは難しい部分もありますが、日常の相談支援の中でできること、取り組める

ことからやっていく必要があると思います。そこで今回は、障害者相談支援センターとし

て取り組めることから始めることで、気づきや新たな課題が見えてくると思われます。そ

れら踏まえ、市地域自立支援協議会として、まずは「障害者相談支援センターとして災

害に備えて今できること」に足並み揃えて取り組み、まとめていきたいと思っております。
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実施日

この情報はこういう風に活用できるな！といった気付き、工夫した事

/
①

川崎市防災情報ポータルサイトにて、発災前、災害

時に活用できる情報を各障害者相談支援センター

で把握、確認をする。

http://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/index.shtml

川崎市防災情報ポー

タルサイトには、様々

な情報がのっています。

例えば「かわさき防災

アプリ」、緊急速報メー

ル」、「かわさきＦＭ」な

ど、利用できそうな情

報がどれくらいあるか、

確認してみましょう。
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実施日

マップ作成で工夫した事など

する。
各区防災マップには、避難所や応急給水拠点が 記載されているので、それ以外の災害リスクについ

ては、津波、洪水、土砂災害ハザードマップを活用し、把握する。またそれを個別支援に活かす。  

/
②

各区防災マップに、登録・契約している利用者を落と

し込み、可視化して、センター毎の防災マップを作成

地域によって災害リスクは異なります。また、生

活環境によって災害時の支援の必要性も異なり

ます。

左記の写真は一例です。各センターで工夫し、

マップを作成し、共有をしてみましょう。

防災マップは、区役所危機管理担当窓口にて入

手することができます
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（　後々、民生委員と一緒に訪問する等、状況の把握を行う　）  

制度を案内するうえで工夫した事、難しかった事等

避難支援制度の案内を行う（新規登録・契約者は必③

ず案内する）。

登録・契約している利用者に対して、災害時要援護者

「災害時要援護者避難支援制度」は、町内会・自治会又は自主防災組

織等の地域の方々による避難支援体制です。

平常時からの情報を共有することにより、災害時に避難誘導や安否確

認等の支援を行うこととしています。

配布窓口：区役所危機管理担当 区役所：高齢障害課にて配布

申請書のみは左記ガイドP9にあります
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支援を行った際に、こうした方がもっと良いのでは、といった事など

① ②

物［災害時緊急連絡カード、お薬手帳、発電機等］の準備を利用者に促し

災害時の備えの支援を行う。 

④

備蓄品・非常持出品（一般的な物品＋その方に必要な

②災害時緊急連絡カードを作成し、情

報を共有しておきましょう。
（災害要援護者のための防災行動ガイド P6,7掲載）

参考：防災タウンページ

http://www.ntt-tp.co.jp/bousai/

①非常持ち出し品は、災害時に被災地に救

援物資が届くまで自足してししのぐために

必要なものになります。添付リストに加えて、

その方に必要な物は何か検討し、準備をし

ましょう。
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実施
開始日

実施
終了日

名簿はもっとこうした方が使いやすい等、気付いた点、工夫した事など

⑤ ②～④の情報を集約した名簿を作成する。 
/ /

各障害者相談支援センターで記録として使用してい

る『〇〇相談支援センター利用登録者名簿』を基に

作成していますので、併せて活用しましょう。
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実施日

緊急時の連絡、対応について、検討した事など

/
障害者相談支援センター内で緊急時の職員連絡体
制を確認しておく。緊急連絡先の共有

⑥

事業所内で緊急連絡時の体制について確認をし、

緊急時にどう動くかのイメージを共有しておきま

しょう。
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全体を通して課題に感じたこと、取り組んでおくべきこと等

今後のスケジュール

４月 障害者相談支援センターと保健福祉センター等合同連絡会にて説明

（４月上旬にデータ配信）

各相談支援センターごとに取り組み開始

５月 各相談支援センターごとに取り組み

６月 各相談支援センターごとに取り組み

７月 障害者相談支援センターと保健福祉センター等合同連絡会にて各区

ごとに分かれてグループワーク

８月 市協議会災害ワーキングでまとめ ⇒ 今後の取り組み検討
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発行者 川崎市地域自立支援協議会

発行年 平成２９年４月１日

問い合わせ 川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室

ＴＥＬ ０４４－２００－３９４５

ＦＡＸ ０４４－２００－３９２６
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【災害時要援護者　○○相談支援センター利用登録者名簿】 No.1

No 氏名 住所 障害種別 家族状況 日中
要援護者避難
支援制度登録 非常持出品 緊急連絡カード その他

1 川崎　太郎 ○○区□□西町△-△－△ 知的(B1) 単身 日中通所 ○/□登録

2 幸　一郎
○○区□□東町△-△　☆☆マン
ション

身障1級 両親同居

3 中原　ユウコ ○○区□□町△-△－△ 知的(B1) ○/□登録

4 高津　マルオ ○○区□□西町△-△－△ 知的(B1) 単身 日中独居

5 宮前　ユウジ ○○区□□北町△-△－△ 重心 ○/□登録

6 多摩　ジュン ○○区□□南町△-△－△ 知的(A2)

7 麻生　マコト ○○区□□町△-△　☆☆アパート 身障2級

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

-
3
3
-



○○○基幹相談支援センター契約者名簿

No
計画相談の
有無 氏　　　名 生年月日 住　　　所 障害種別 契約日 解除日 その他

-
3
4
-


